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ア
ト
ピ

i
性
皮
膚
炎
(
〉

g
u
w
仏

q
g巳
在
的
一
以
下
A
D
と
略
す
)
と

は
、
日
本
皮
膚
科
学
会
の
定
範
に
よ
れ
ば
、
増
悪
、
寛
解
を
く
り
か

え
す
、
疫
療
の
あ
る
湿
疹
を
主
病
変
と
す
る
疾
患
で
あ
り
、
患
者
の

多
く
は
ア
ト
ピ
!
素
因
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
ア
ト
ピ

l
素
因
と
は
、
①
家
族
歴
、
既
往
麗
に
気
管
支
端

息
、
ア
レ
ル
ギ

i
性
鼻
炎
、
ア
ト
ピ

i
性
皮
膚
炎
の
い
ず
れ
か
、
あ

る
い
は
複
数
の
疾
患
を
有
す
、
ま
た
は
、
②

I
g
E
抗
体
を
産
生
し

や
す
い
素
因
、
の
こ
と
で
あ
る
。
療
摩
を
伴
い
、
年
齢
に
よ
り
特
徴

的
な
皮
疹
の
形
態
と
分
布
を
示
す
。
す
な
わ
ち
乳
克
期
で
は
頭
部
、

顔
面
に
渉
出
性
の
紅
斑
や
丘
疹
、
鱗
屑
を
き
た
し
、
次
第
に
体
幹
、
田

肢
に
下
降
す
る
。
幼
小
児
期
に
は
肘
空
間
、
膝
簡
に
紅
斑
や
正
疹
、
武
口
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癖
化
が
み
ら
れ
る
。
成
人
に
な
る
と
上
半
身
に
皮
疹
が
強
い
傾
向
が

あ
る
。
以
前
は
小
児
に
多
く
み
ら
れ
、
成
長
と
と
も
に
治
癒
に
む
か

う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
初
年
前
頃
か
ら
、
成
人
に

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
治
療
の
も
っ
と
も
根
幹
を
な
す

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
が
無
効
の
症
例
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
難
治
性
の
成
人
の

A
D
3
症
例
に
対
し
、
漢
方
治
療

を
試
み
、
有
効
で
あ
っ
た
の
で
、
報
告
す
る
。

症

捌

症
例
1

お
歳
、
女
性
。

既
往
歴
一
小
鬼
期
よ
り
A
D
と
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
あ
り
。
端
息
は

な
い
o
m
w
歳
ま
で
は
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
を
使
用
し
て
い
た
。
そ
の

後
き
か
な
く
な
り
、
毛
深
く
な
っ
た
り
し
た
た
め
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
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の
使
用
を
や
め
た

o
n歳
か
ら

4
年
間
は
ま
っ
た
く
皮
疹
な
く
治
っ

て
い
た
。
却
歳
か
ら
徐
々
に
再
発
し
た
。

現
疲
一
間
部
、
日
同

I
g
E
2
5
、
0
0
0
、
ヤ
ケ
ビ
ョ
ウ
ヒ
ダ

二
十

5
、
コ
ナ
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ダ
ニ
十

5
0
W
B
C
8
1
0
0
、
好
酸
球

日
%
、

L
D
E
6
9
2
0
冷
え
症
。
便
秘
が
ち
。
生
理
痛
は
ひ
ど
く

な
い
。
生
理
不
順
あ
り
。
一
肩
こ
り
す
る
。
汗
は
か
か
な
い
。
左
下
腹

部
圧
痛
。

初
診
時
リ
顔
面
紅
斑
著
明
で
、
浮
腫
が
あ
る
。
全
身
の
皮
膚
も
赤
く
、

ガ
サ
ガ
サ
に
乾
燥
し
て
い
る
。
(
図
1
)

十
全
大
補
湯
+
黄
連
解
毒
湯
+
諸
苓
湯
(
エ
キ
ス
剤
は
み
な
標
準
一
日

量
を
使
用
。
以
下
向
様
)

1
ヶ
丹
後
ぺ
顔
の
赤
み
が
か
な
り
減
少
し
、
う
す
く
な
っ
た
。
胸
の

紅
斑
も
よ
く
な
っ
て
き
た
。

2
ヶ
月
後
ぺ
顔
の
紅
斑
は
ほ
と
ん
ど
と
れ
、
き
れ
い
に
な
っ
た
。
か

ゆ
み
は
顔
に
は
な
い
が
、
手
や
腕
は
寝
て
い
る
時
に
か
い
て
い
る
。

し
か
し
、
か
ゆ
み
は
治
療
前
の
半
分
に
な
っ
た
。
足
の
冷
え
は
あ
る
。

こ
の
後
、
開
じ
処
方
を
ず
っ
と
続
け
た
。

8
ヶ
月
後
ぺ
お
化
粧
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
ヶ
丹
後
ぺ
急
に
手
か
ら
肘
ま
で
悪
化
し
て
、
か
ゆ
く
な
っ
た
。
十

全
大
補
湯
+
十
味
敗
毒
湯

2
週
間
で
、
か
ゆ
み
お
さ
ま
る
。

-
年
後
ぺ
生
理
前
は
か
ゆ
く
な
る
。
自
の
回
り
や
首
あ
か
く
な
り
、

生
理
く
る
と
治
る
の
を
く
り
か
え
す
。
生
理
不
服
は
よ
く
な
っ
た
が
、
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と
き
に
早
ま
る
。
桂
枝
夜
苓
丸
加
憲
政
仁
+
二
一
物
黄
苓
湯
に
変
更
。

こ
れ
で
だ
ん
だ
ん
手
背
の
苔
癖
化
よ
く
な
っ
て
き
た
。

-
年
3
ヶ
月
後
円
夕
方
に
な
る
と
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
が
と
ま
ら
な

い
。
十
全
大
補
湯
+
当
日
綿
布
薬
散
に
変
方
。
こ
れ
で
く
し
ゃ
み
と
ま

る。-
年
半
後
円
ほ
ほ
治
癒
し
た
の
で
、
漢
方
治
療
う
ち
き
る
。

症
例

2

m
歳
、
女
性
。

初

診

一

平

成

8
年
目
月
同
日
。

生
後
7
ヶ
月
よ
り
発
症
。
小
中
高
校
生
の
時
は
発
汗
部
の
み
に
湿
疹

が
み
ら
れ
た
。
却
歳
の
と
き
、
第
一
子
出
産
後
よ
り
徐
々
に
ひ
ど
く

な
り
、
浸
出
液
も
で
る
よ
う
に
な
っ
た
。
強
力
な
ス
テ
ロ
イ
ド
の
外

用
剤
を
主
と
し
た
治
療
を
続
け
て
い
る
が
、
効
果
な
く
、
セ
レ
ス
タ

ミ
ン

4
錠
/
日
の
内
服
で
も
よ
く
な
ら
な
い
た
め
、
漢
方
治
療
を
希

望
し
て
受
診
し
た
。

家
族
歴
一
父
端
息
。
母
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
。

既
往
歴
一
端
患
は
な
い
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
あ
り
。

現
症
一
間
倒
、
白
図
。
全
身
紅
皮
症
の
状
態
(
図
2
)。
全
身
か
ら

浸
出
液
が
に
じ
み
で
て
い
る
。

2
ヶ
月
前
か
ら
毛
が
よ
く
抜
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
寒
気
を
う
っ
た
え
て
い
る
。
腹
証
で
は
お
腹
は
や
わ

ら
か
く
へ
こ
ん
で
お
り
、
力
が
な
い
。
手
掌
に
は
小
水
痘
も
み
ら
れ

る
。
生
理
痛
が
強
い
。
却
度
の
発
熱
。
顔
面
、
上
肢
に
膿
腕
疹
様
の
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図

初診時 2 カ月後

図 2 

初診時 半年後
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皮
疹
み
ら
れ
た
。
皮
膚
か
ら
の
細
菌
培
養
に
て
黄
色
ぶ
ど
う
球
菌
検

出
。
W
B
C
1
2
、
7
0
0
、
好
酸
球
部
%
、
L
D
H
6
4
0
?
、

I

g
E
6
、
5
0
0
、
ダ
二
十

6
0

入
院
し
て
セ
フ
ェ
ム
系
の
抗
生
剤
の
点
滴
を
し
な
が
ら
、
漢
方
治
療

を
開
始
し
た
。
十
全
大
補
湯
÷
黄
連
解
毒
湯
。
ニ
ポ
ラ
ジ
ン
2
錠

/

日
。
外
用
荊
は
プ
ロ
ベ
ト
(
ワ
セ
リ
ン
)
と
ア
ズ
ノ

I
ル
軟
膏
を
使
用

し
た
。

1
週
間
後
解
熱
し
、
皮
膚
症
状
は
や
や
改
善
し
て
退
院
。
顔
面
紅
斑

著
明
の
た
め
、
治
頭
療
一
方
÷
黄
連
解
毒
湯
に
変
方
。

2
週
間
後
脱
毛
が
と
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ふ
け
多
く
、
第
み
が
強
い
。

皮
膚
に
丘
疹
、
乾
燥
が
め
だ
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
眼
目
室
、
く
ら
く
ら

す
る
、
と
訴
え
る
。
偏
頭
痛
あ
り
。
寝
汗
か
く
。
消
風
散
+
桂
枝
加

黄
番
湯
を
処
方
。
こ
れ
で
浸
出
液
が
で
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た

顔
の
紅
斑
も
や
や
軽
減
し
て
き
た
。

3
ヶ
月
後
、
消
風
散
+
黄
香
末
3
g
に
変
方
。
こ
の
処
方
に
し
て
か

ら
、
徐
々
に
改
善
し
て
き
た
。
同
じ
処
方
を
2
年
間
続
け
て
終
診
。

治
療
l
年
後
に
は
、
W
B
C
8
6
0
0
、
好
酸
球
1
%
、
L
D
H
2

6
5
に
減
少
し
た
が
、
-
g
E
は
1
3
、
5
6
0
に
上
昇
し
た
。
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症
例
3
部
歳
、
男
性
。

初

診

一

平

成

M
年
ロ
月
口
日

既
往
歴
、
家
族
歴
一
端
息
や
鼻
炎
な
し
。

現
症
一
3
歳
か
ら
A
D
発
症
。
か
ゆ
か
っ
た
が
、
堕
者
に
は
か
か

っ
て
い
な
か
っ
た
。
お
歳
、
顔
に
紅
斑
。
医
者
に
か
か
り
、
顔
、
だ
け

に
ス
テ
ロ
イ
ド
の
外
用
剤
を
ぬ
っ
て
い
た
。
訂
歳
、
徐
々
に
全
身
に

ひ
ろ
が
る
。
健
康
保
険
が
な
く
て
、
却
歳
か
ら
医
者
に
か
か
れ
な
か

っ
た
。
お
歳
、
近
医
で
漢
方
治
療
う
け
、
少
し
改
善
。
お
歳
、
全
身

赤
黒
く
な
り
、
浸
出
液
が
ひ
ど
い
(
図
3
)
。
か
ゆ
い
。
苔
癖
化
、
全

身
皮
膚
の
乾
燥
、
著
明
。
下
肢
に
浮
腫
。
寒
気
。

問
問
、
倒
見
。
汗
が
じ
と
じ
と
出
る
。
寝
汗
が
出
て
体
が
ほ
て
っ
て

ね
む
れ
な
い
。
全
身
重
、
だ
る
い
。
食
欲
は
な
い
。
う
つ
む
い
て
、
小

さ
な
声
で
話
す
。
口
渇
あ
り
。
ウ
ー
ロ
ン
茶
1
L
/
日
の
む
。
下
痢

し
や
す
い
。
風
邪
ひ
き
や
す
い
。
舌
酔
大
、
紅
。
白
苔
厚
い
。
腹
部

は
っ
て
い
る
。
脈
や
や
数
。

初
診
時
二
備
中
益
気
湯
+
三
物
黄
苓
湯
+
猪
苓
湯
、
ア
タ
ラ
ッ
ク
ス

P
3
カ
プ
セ
ル
/
日
。
外
用
は
プ
ロ
ベ
ト
。

2
日
後
円
庫
み
が
増
し
て
ひ
ど
く
な
っ
た
の
で
、
地
黄
の
は
い
っ
た

三
物
黄
苓
湯
を
や
め
て
、
黄
連
解
毒
湯
に
変
更
す
る
。

1
ヶ
月
後
け
よ
く
な
ら
な
い
。
寒
気
あ
り
。
全
身
浸
出
液
で
て
、
体

が
だ
る
い
。
排
膿
散
及
湯
+
黄
連
解
毒
湯
+
猪
苓
湯

2
ヶ
月
後
け
浸
出
液
は
減
っ
た
が
、
か
ゆ
く
て
体
が
熱
く
て
眠
れ
な

い
。
汗
も
出
る
。
し
か
し
、
全
体
的
に
は
赤
み
が
へ
り
、
皮
膚
の
表

面
も
や
や
な
め
ら
か
に
な
っ
て
、
よ
く
な
っ
て
い
る
。
舌
苔
は
薄
く

な
り
、
舌
は
し
め
っ
て
い
る
。
脈
は
や
や
数
。
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3 図

後

3
ヶ
月
後
円
接
出
液
は
止
ま
り
、
非
常
に
よ
く
な
っ
て
き
た
。
躯
幹

の
皮
膚
は
ま
だ
薄
く
赤
い
が
、
表
面
は
さ
わ
る
と
、
ざ
ら
ざ
ら
し
な
く

な
っ
た
。
頭
部
は
ま
だ
白
く
、
鱗
屑
認
め
る
。
下
肢
は
ま
だ
乾
燥
し

て
ざ
ら
ざ
ら
し
、
む
く
み
も
あ
る
。
舌
黄
白
苔
。
汗
ま
だ
出
る
。

5
ヶ
月
後
円
か
な
り
落
ち
着
い
て
き
た
。

-
年
後
ぺ
改
善
し
て
き
た
が
、
ま
だ
自
汗
あ
り
。
排
膿
散
及
湯
+
桂

枝
加
賞
者
湯
+
猪
苓
湯

こ
れ
で
汗
が
少
な
く
な
り
、
皮
膚
の
状
態
も
大
分
落
ち
着
い
て
き
た
。

年

考

察

時

長
い
間
続
い
た
重
症
の

A
D
の
患
者
は
、

ω体
格
は
い
い
の
に
、

お
腹
は
へ
こ
ん
で
力
が
な
い
J

」
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
し
て
寒
気

を
訴
え
た
り
、
下
痢
し
や
す
く
、
疲
れ
や
す
い
、
不
眠
、
食
欲
不
振
、

元
気
が
な
い
な
ど
、
気
虚
や
血
虚
の
症
状
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
ま
た
、

ω皮
膚
は
赤
黒
く
、
乾
燥
し
て
、
産
み
が
強
い
こ
と
よ

り
風
熱
症
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
法
出
液
や
顔
面
、
耳
介
、
四

肢
に
浮
腫
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
す
な
わ
ち
水
毒
の
存

在
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
よ
り

ω、
ω、
ωに
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
補
剤
、
清

熱
剤
、
利
水
剤
が
必
要
と
な
る
。

補
剤
と
し
て
は
、
十
全
大
補
湯
や
補
中
益
気
湯
な
ど
の
補
剤
を
使

吾o
ログ初
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用
す
る
が
、
十
全
大
補
湯
は
四
物
湯
を
含
む
こ
と
よ
り
、
血
虚
、
す

な
わ
ち
皮
膚
が
か
さ
か
さ
し
て
い
る
時
ゃ
、
反
対
に
ど
ろ
ど
ろ
の
時

に
も
効
果
が
あ
目
、
補
中
益
気
湯
は
気
虚
の
症
状
が
著
し
い
と
き
や

寝
汗
が
ひ
ど
い
と
き
に
効
果
が
あ
る
。
清
熱
剤
と
し
て
は
黄
連
や
黄

苓
、
石
膏
、
大
黄
な
ど
を
含
む
方
剤
を
使
用
す
る
。
北
東
連
解
毒
湯
、
桔

梗
石
一
一
骨
、
消
風
敬
、
白
虎
加
入
参
湯
、
桃
核
承
気
湯
、
菌
陳
高
湯
な

ど
が
あ
(
か
)
。
黄
連
解
毒
湯
は
か
ゆ
み
止
め
の
漢
方
薬
と
思
っ
て
も
よ

い
ほ
ど
、
か
ゆ
み
と
紅
斑
を
と
る
一
番
の
妙
薬
で
あ
る
。
排
膿
散
及

湯
も
軽
い
清
抽
出
作
用
を
有
す
の
で
、
化
膿
傾
向
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず、

A
D
に
頻
用
し
て
い
る
。
山
田
光
胤
先
生
が
よ
く

A
D
に
桂
校

加
黄
者
湯
加
荊
芥
、
連
盟
を
処
方
さ
れ
る
抗
、
エ
キ
ス
剤
で
い
え
ば
、

桂
枝
加
黄
者
湯
+
排
膿
散
及
湯
が
こ
れ
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

利
水
剤
と
し
て
は
猪
苓
湯
、
五
苓
散
、
五
淋
散
な
ど
を
よ
く
使
用

す
る
。
紅
斑
の
強
い
場
合
、
一
見
皮
膚
表
面
は
乾
燥
し
て
い
て
も
、
耳

介
や
眼
殺
は
む
く
ん
で
腫
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ガ
サ
ガ
サ
に
乾

燥
し
た
皮
膚
の
真
皮
で
は
炎
症
細
胞
の
浸
潤
と
浸
出
液
が
た
ま
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
水
を
猪
苓
湯
で
と
り
の
ぞ
く
と
、
皮
膚
炎
が
お
さ

ま
り
、
乾
燥
感
も
と
れ
て
く
る
。
ま
た
猪
苓
湯
の
中
の
滑
石
は
清
熱

作
用
が
あ
り
、
発
赤
を
と
り
の
ぞ
く
作
用
が
あ
る
。
ま
た
、
越
蝉
加

北
湯
は
利
水
作
用
と
清
熱
作
用
の
両
方
が
あ
り
、
使
い
や
す
い
方
剤

第52巻第10号 (2005)漢方の臨床

こ
と
に
醍
験
浮
腫
や
結
膜
炎
が
あ
る
と
き
は
著
効
す
る
0

1
例
目
は
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
十
全
大
補
湯
十
黄
連
解
毒
湯

+
猪
苓
湯
よ
り
治
療
を
は
じ
め
た
。
初
期
の
急
性
期
を
す
ぎ
、
症
状

が
落
ち
着
い
て
く
る
と
、
患
者
本
来
の
症
に
し
た
が
っ
て
本
治
(
校

校
夜
苓
丸
や
当
帰
持
薬
散
)
と
、
標
治
を
組
み
合
わ
せ
た
治
療
法
に
移

行
し
た
。

で
あ
る
。

2
例
日
は
、
初
診
時
突
、
気
を
う
っ
た
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
春

で
も
襟
の
広
く
あ
い
た
服
を
着
て
お
り
、
本
来
寒
証
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
石
膏
の
入
っ
た
消
風
散
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
よ
く
汗
を
か
く
の
で
、
黄
4
A

田
が
奏
効
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3
例
目
は
全
身
紅
斑
、
熱
感
よ
り
熱
証
を
、
ま
た
、
体
の
熱
感
(
こ

と
に
午
後
)
、
の
ぼ
せ
、
不
眠
、
寝
汗
、
口
渇
よ
り
虚
熱
を
、
汗
ば
む
、

寝
汗
、
風
邪
ひ
き
や
す
い
、
下
痢
し
や
す
い
、
食
欲
不
振
、
元
気
が

な
い
、
小
声
、
疲
れ
や
す
い
、
舌
酔
大
よ
り
気
虚
を
、
浮
腫
、
浸
出

液
、
全
身
章
一
だ
る
い
こ
と
よ
り
、
水
滞
が
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
中
で
も
気
虚
が
一
番
の
特
徴
で
あ
る
。
牌
気
虚
に
よ
り
気
の

生
成
が
不
足
し
て
肺
気
虚
か
ら
衛
気
虚
と
な
る
。
さ
ら
に
推
動
無
力

に
よ
る
気
滞
や
疾
湿
、
水
腫
を
ひ
き
お
こ
し
た
も
の
と
考
え
た
。
そ

の
た
め
、
黄
者
建
中
湯
や
補
中
益
気
湯
な
ど
で
気
虚
、
牌
気
虚
を
補

い
、
猪
苓
湯
で
水
滞
を
、
音
一
連
解
毒
湯
や
排
膿
散
及
湯
で
清
熱
を
は

か
っ
た
。
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エ
キ
ス
剤
を
つ
か
っ
た
漢
方
治
療
は
原
則
的
に
は

l
剤
で
治
療
す

べ
き
で
あ
る
が
、
重
症
の

A
D
は
l
剤
で
は
治
療
効
果
を
挙
げ
る
こ

と
は
難
し
く
、

2
剤
な
い
し

3
荊
を
使
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が

多
い
。

2
週
間
ご
と
に
経
過
を
み
て
、
ー
ヶ
月
た
っ
て
も
変
化
な
い

と
き
は
変
方
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

A
D
の
治
療
法
と
し
て
、
日
本
皮
膚
科
学
会
は
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
や

プ
ロ
ト
ピ
ッ
ク
軟
膏
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
良
く
な
ら
な
い

患
者
に
は
漢
方
治
療
は
試
み
る
べ
き
治
療
法
で
あ
る
と
思
う
。

〔
文
献
〕

(
1
)
十
口
江
増
隆
ほ
か
日
本
皮
膚
科
学
会
ア
ト
ピ

l
性
皮
膚
炎
治
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

2
0
0
4
改
訂
版
。
日
本
皮
康
科
学
会
雑
誌
出
一

mi問
、

2
0
0
4

(
2
)
花
輪
霧
彦
一
渓
方
診
療
の
レ
ッ
ス
ン
闘
訓
真
、
金
原
出
版

(
3
)
山
田
光
胤
一
街
庵
治
験
。
活

2
0
0
4
年
4
月
号
、

5
月
号
、

(
4
)
森
雄
材
一
漢
方
処
方
の
構
成
と
適
用

mlm頁
、
医
歯
薬
出
版

(
霞
師
一
一
丁
附
i
m
附
札
幌
市
北
区
北
凶
条
西
2
1
5

漢方の臨床

6
月
号

メ
ル
パ

N
H
2
F
)

1573 (125) 

1日
。毘辺牒株式会社

tt楽去i一種自己合軍主E

BB盈11盟
告白中年期以降に苗l才る
疲労倦怠感を伴う腰痛・藷とり

[用法・用綴]成人1思Eカプセルを182問、
朝院食後にg~1詰

@商品についてのお問い合わせは、

周辺製薬(株)rお客様相談セン告ーJ
E麹0120・54・7080

{弊社営業目的9:00~17:30)

.www.tanabe.co.jp/nanpaol 
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